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   Tumor of the testis have variously classified by many reporters. 

Although a histological tabulation was not as satisfactory in testicular neo-

plasmas as it was in growths of other organs of body, such a classification 

is nevertheless useful. 

   We attempt to classify testicular tumor by histogenetic review, and 

detect that small round cell infiltration, which has previously described as 

lymphoid cell, is secondary spermatocyte-like cell which is formed by 

spermatogenetic differentiation of seminoma cell.

1緒 言

睾 丸 腫 瘍 の丈 献 は1868年 にBirschに よつ

て報 告 され た も のを もつ て 噛矢 と し,そ の後 多

数 の内 外 丈 献 に接 す る が組 織 学 的 所見 の複 雑 性

か ら発 生 母 組 織 ・分 類 法 に つ い て は諸 説 紛 々 と

し て意 見 の 一 致 を 見 な い.1946年Friedman

andMooreに よつ て本 腫 瘍 の多 数 例 の総 合 的

研 究 が行 わ れ る に 到 つ て,そ の発 生 論 に 黎 明 を

見 る の感 が あ る.著 者 は そ の理 論 を 更 に 進 展 し

て考 察 を加 え る と共 に,睾 丸 腫 瘍 に見 られ る所

謂分 化 現 象 そ の他 に つ い て も論 及 す る.

皿 分 類 及 び 命 名 法 の 歴 史

畢丸腫瘍の組織学的所見は多種 多様に 複 雑 であつ

て,発 生母組織に関 して も意見は区 々に異 るために同

型腫瘍に も種 々の異 名が 附せ られてい る.こ の事 を

Higgin・ は"lti・ ・b・i・u・th・tth・greatdis-

crepancyintheincidenceofvarioustypes

oftumorisdueingreatparttova「ylng

m。th。d,・t・laSSifi・ati・n・nth・P・rt・fthe

reporters,__"と 評 して い る.

本 腫 瘍 は古 くか らSarcocele,Medularsarcorn,

Fungus,Marksarkom,胚 芽 性 癌 腫,大 細胞 肉 腫,

内 被 細胞 腫等 の名 を もつ て 呼ば れ,Virchowは 畢丸

に 於 て は 肉腫 と癌 腫 の鑑 別 は 困難 な場 合が あ り,Car-

cinomasarcomatodes,Sarcomacarcinomato-

desの 様 な 呼称 を必 要 とす る と述 べ て い る.そ の 後

も本 腫瘍 の本 態 に 関 す る学 者 の 意見 は ま ち まち で あつ

て,Chevassu,Kaufmann,坂 口,中 村,米 山,陳

等 の諸 氏 は,腫 瘍 細胞 が 胞 巣状 構 造 を 示 し民つ 極 め て

細 精管 上 皮 に類 似 して い る点 か ら細 精 管 上 皮 よ り発生

した 癌 腫 で あ る として,S・mi・ ・m・ ゼ ミ ・一 ム・精

上 皮 腫等 の名 称 で 呼 んで い る.こ れ に 反 しEhren-

dorferは 腫 瘍 の 周辺 部 に多 量 の結 合織 性 間質 を 認 め

た 自己 の例 に 基 い て,Highm・re氏 体 の基 底 よ り発

した 肉腫 で あ る と見 倣 し胞 巣状 肉 腫或 は大 円形 細胞 肉

腫 と命 名 した.Mostも 同様 の意 見て あつ た.Hur-

mann,岩 永,佐 藤,尾 崎 等 は 間細 胞 に 由来 した 肉腫

と称 し 今 裕 は銀 染 色 法 に よつ て腫 瘍 細 胞 の周 辺 に 聞

細 胞 と同 様 の 所見 を右 す る事 か ら間細 胞 を母 体 とす る

大 円形 細 胞 肉 腫 で あ る と称 して い る,そ の 他種 々の説
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が あ り従 つ て そ の 分 類 方 法 も多 岐 に わ た る が,諸 氏 の

分 類 方 法 は 大 体 次 の3つ の 範 疇 に 属 す る も の で あ る.

1.一 般 的 腫 瘍 分 類 法 に 準 ず る も の1925年

Wehnerに よ る も の が 代 表 的 で あ る が,本 法 は 単 に

組 織 学 的 所 見 の み に 由 つ て 行 わ れ た も の で あ つ て 腫 瘍

母 組 織 と の 関 係 は 明 確 で は な い.

1。DieBindesubstanzgeschwUlste

A.gutartig(1.Fibrom,2.Lipom,3.My-

xom,4.Rhabdo-u.Leiomyom,5,Chon-

drom,6.Osteom,7.Mischtumor)

B,b6sartig_Sarkom(1.Rundzellensar-

kom,2.Spindelzellensarkom,3.Zwis-

chenzellengeschwUlste)

II,DieEpithelialenGeschwUlste

A.gutartig(1.Adenom,2.Cystoadenom)

B.b6sartig(1.grosszelligeHodentumor…

Seminom,2.grosszelligeHodencarci-

nommitteilweiseadenomartigen.,

papilltirenBau)

IU,DietridermalenGeschwUlste

1.Dermoidcyste,2.Teratom,3.teratoide

MischgeschwUlste

2.畢 丸 腫 瘍 を 本 質 的 に 奇 形 腫 と 見 倣 す も の に て

は,観 点 の 相 違 か ら次 の 様 な 分 類 法 が 記 さ れ て い る.

a,embryona1とadult

b.monoderma1(monocellular),bidermal

(rnixedcellular)及 びtridermaI

C,benignとmalignant

d.conectivetissue-likeとepithelia1

3.seminomaとteratomaを 別 個 の も の と し

て2大 別 し て い る も の に,1923年Hinrnan等 の 分 類

が あ る が 不 完 全 な も の で あ る.最 近 に 於 け る主 な も の

はScullyandParhamの 分 類 法 で 次 の 如 くで あ

る.

1.seminoma(embryonalcarcinomaof

Ewing,embryonalcarcinomawithlym-

phoidstromaofEwing,spermatocytoma,

dysgerminoma)

2,teratoma(embryoma)

a.malignant(includingteratocarcinoma

andembryonalcarcinomaofFriedman

andMoore,embryonaladenocarcino-

maandchoriocarcinoma)

b.benign(adultteratoma)

3,interstitialcelltumor

4,miscellaneous

又Gray,ThompsonandMcDonaldに よ る と

1,seminoma(seminomaofChevassu,sper-

matocytomaofSchultzandEisendrath,

seminomatoustypeofadenocarcinoma

ofBroders.e】rmbryonalcarcinomawith

orwithoutlymphoidstromaofEwing)

2.teratoma

iii.

3.interstitialcelltumor

4,rniscellaneous

の 如 くに な る.

FriedmanandMooreやDixon等 もほぼ後者

の分 類 法 に 近 い.彼 等 に よる と睾丸 腫 瘍 の9G～96.5%

は 生 殖 細胞 起 源 で あ るた め に此 等 を一 括 してgermi-

naltumorと 呼 ん で い る.そ の他 の少 数 の もの は間

細 胞,血 管 等 よ り発 生 した もの で あ る,著 者 も同様 の

観 点 か ら考 察 を進 め て行 きた い.

a,epidermoid

b。dermoid

c.``adult"teratoma

d.malignantteratoma

i.bidermalandtridermalteratomas

(adenocarcinomainateratomaof

Broders,teratocarcinomaofFried-

man,malignantembryonaltumorof

Ewing)

ii.monoderrnalteratoma(embryonal

carcinomaofFriedman)

chorioepithelioma

皿 組織発生論に関する考察

Ewingは 生 殖細胞 より発生す る腫瘍は総 て奇形腫

であ り,こ れ は畢丸網附近 の多形成能totipotentを

もつ性細胞が 起源であ ると述べ ている.即 ちCheva-

ssu等 がseminomaは 細精管上皮 よ り発生する特

殊の腫瘍 と考えてい るのに対 して.,Ewingはsemi-

nomaは 根本的 には三葉性腫瘍 の一葉性 発 育 と考え

てい る.近 年特に米 国ではこれ らの説に関す る論争が

激 し く,著 者 もかねがね興昧 を持つていたのでここに

組織学 的検 討を試 みた.被 験材料 は最近当教室 に於け

る睾丸腫瘍捌除標本を主 とす る11例 で,そ の組織所見

をFriedman等 の分類 に準 じて命名 して表示 した.

各 々の症例 にっいての記 載は省 略す るが,此 等各型 の

腫瘍の組織学 的所 見の概要 は次の如 くである.

1.精 上皮腫seminoma

11例 中6例 で本型 腫瘍が最 も多 い.腫 瘍細胞 は円形

又は多角形で直径 は12～25μ である,通 常胞体 は明る
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く,円 形 の 核 は境 界 が 鮮 明 で 中心 に近 く1ケ の核 小 体

を認 め る.単 一 な 本 腫 瘍 細 胞 の集 りは普 通 管 腔 を有 ナ

る腺構 造 を とらな い.叉1ymphoidstromaと 呼 ば

れ る リソ パ球 様 細 胞 の 出現 を 見 る例(No.4,6,11)

が あ るが,こ の意 義 に 関 して は後 述 す る.

2.胎 生 癌embryonalcarcinoma

種 々の型 でseminomaと の間 に移 行 型 が あ る と云

わ れ,上 皮 性 でembryonaladenocarcinoma

(No.8)叉 はpapillaryadenocarcinoma(No.

5)と 呼ば れ る もの で あ る.No.8に 於 て はtropho-

blast様 の細 胞 が 出現 す るの を 認 み た.Friedman

は胎 生 癌 の5%に これ を証 明す る と言 う.

3.奇 形 腫teratoma

No.1,7は 類 上 皮 爽 腫epidermoidcystで あ る

が,No.10は 三葉 性 で 処 々に 尚 未熟 の 胎生 期 細 胞 を

見 る.本 細 胞 の 分 化 現 象 に っ い て も後 述 す る.

以 上 の各型 腫瘍 の組 織 像 はr見 全 く互 に無 関 係 の如

くに思わ れ るが,次 に生 殖 細 胞 の機 構 を考 え合 す と興

昧 あ る関 連 性 を 見 出す の で あ る.即 ち 男子 生 殖細 胞 の

起 源 で あ る原 精細 胞spermiogoniaは 分 裂 を続 け て

その数 を 増 す る共 に,受 精 後 個 体 発 生 的 発 展 を遂 げ る2

つ の可 能 性 を 包藏 して い る.FriedmanandMoore

等 は この 点 に注 目 して興 味 あ る意 見 を 出 して い る.即

ちseminoma細 胞 は 細 精 管 を構 成 す る細 胞 とそ の

形態 が 酷 似 して 部 り,本 腫 瘍 は 生 殖細 胞 に由 来 す る生

殖細 胞 自体 の腫 瘍 と考 え る のが 妥 当 で あ る.又 奇 形 腫

に対 して は生 殖細 胞 が 単 性 生 殖 に よっ て一 種 の多形 成

能 を もつ た 幼 弱細 胞 を っ く り出 し,こ れ が 体 形 成 要 素

と胎 盤 形 成要 素 とに分 れ る.前 者 が 腫 瘍 化 す れ ば 奇形

腫,奇 形 癌,胎 生 癌 にな り,後 者 か らは絨 毛 上皮 腫 が

発 生す る と述 べ て い る.著 者 もこ の仮 説 を基 礎 と して

論述 を試 みた い.こ れ等 各 腫 瘍 の相 互 関係 を模 型 図 に

て示 せ ば 次 の 如 くで あ る.即 ち原 精 細 胞spermio-

goniaは2っ の 方 向.即 ち造 精 現 象様 分 化spermio-

genetic(spermatocytogenetic)differentiation

と単 性 生 殖(個 体 発 生)様 分 化partenogenetic

(ontogenetic)differentiationの 過 程 に類 似 して

悪 性 化 を来 し,造 精 現 象様 分 化 に よつ ては 精 上 皮 腫

seminOrnaが 発 生 す る.又 個 体 発 生 様 の分 裂 を 続 け

て行 くと,そ の胎 盤 構 成 要 素placentalelementが

絨毛 上皮 腫chorioepitheliomaに,胎 児 形 成 要 素

embryonal(somatic)elementカ ミ月台生 癌em-

bryonalcarcinoma,奇 形 癌teratocarcinoma及
へ

び奇形腫teratomaと な る.次 いで これ らの分化機

転を更に展過 させ ると,次 の 様 な事 実 を知 るのであ

る.
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IV睾 丸腫瘍に見られる分化現象

1.精 上皮腫に於 ける小円形細胞浸潤の意義

正常の精細管では幼 弱な細胞は基底膜 に 近 く存 在

し,成 熟す るに従って管腔 の方向に排 列 す る様にな

る,起 源は原精細胞spermiogOniaで これが分裂を

重ねて大 きさを増 して第1次 精母細胞primarysp-

ermatocyteと なる.各 々の第1次 精母細胞は2っ

の新 しい第2次 精母細胞secondaryspermatocyte

に成熟 して小円形細胞 となる.更 に管腔 内に向って分

裂 を続 けて精娘細胞spermatid,精 子spermato-

zoaが 形成 され るわ けである.

上述 の如 く精上皮腫は1陸細胞の造精現象の方 向に腫

瘍化 した もの と考 えられ るので,そ の腫瘍細胞 は組織

学的に第1次 精母細胞 に酷似す るものが多いのは当然

であ る.所 で精上皮腫を組織学的に精検す ると,そ の

腫瘍細胞 間にしば しば小円形細胞 浸潤が認められ る.

本細胞は古 くよりリソパ球或は形 質細胞様の細胞 と考

えられていて,本 細胞 の浸潤巣 を有す る腫瘍は リソパ

球様細胞 浸潤を有 歩る精上皮腫seminomawith

lymphoidstroma,仮 性精上皮腫pseudosemi-

noma等 と呼ばれていた.我 々の 例 に於 ても特に

No.11に は この所見が著明であるが,本 浸潤細胞が

リソパ球等 の造血 臓器由来の細胞である とすれば,こ

れが畢丸悪性腫瘍中に此較的高率に発 見せ られ ること

は甚だ理解 に苦 しむ所 である.著 者は小数例ではあ る

が組織学的検討に よってこの リソパ球様細胞 と呼ばれ

るもの も上皮性由来で あって精 上皮 と密接 な関係を有

Table

Case
i…1

Diagnosis

No.1H。Y. 19 (r)epidermoidtumor

No.2S.L 42 (r)seminoma

No.3H.S. 45 (1)seminoma

No.4H.M, 27 (1)seminQma

No,5K.1. 29 (1)embryonalcarcinoma

No.6S.M, 39 (r)seminoma

No.7K.U. 22 (r)epidermoidtumor

No.8Y.N. 19 (1)embryQnalcarcinoma

No.9T.Y. 40 (1)seminoma

No.10M.M. 3 (1)teratoma

No.11T.0. 43 (r)selninolna

.
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Fig.1HistogenesisofTesticularTumors
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す るもの と考 えたい.即 ち他の種 々の悪性腫瘍に於 て

もその腫瘍細胞が 尚本来の分化現象 を保持 してい る事

実は,例 えぱ扁平上皮癌に見 られ る角化現 象,腺 癌に

於け る分泌穎粒の出現等 に しばしば見 られ る.相 似的

に精上皮腫 に於て もその殆 ど総 ての腫瘍細胞は第1次

精母細胞 に類似 した もの よ り構成 され てい るが,そ の

内の或 るものは尚分化す る能力 を有 してお りこれが更

に分裂 を重ね て小円形の第2次 精母細胞 とな り,本 細

胞が今 まで リyパ 球様細胞 として取扱われていた もの

と思惟 され る.No.11に 於てはこの第2次 精母細胞

様の細胞に混 じて,更 に精 娘細胞様 の細胞す ら散 見せ

られ る(Fig.2).即 ち現在 まで リ)/パ 球様細胞浸潤

と考 えられ ていた ものは,実 は精上皮腫 の分化現象に

よっ て出現 した第2次 精母細胞様 細胞 の集団 と考 え,

これ を第2次 精母細胞様細胞を有す る精上皮腫semi-

nomawithsecondaryspermatocyte-likece11

と命名 したい(Fig.1).

2.胎 児形成要素 よりな る畢丸腫 瘍の分化

一 般に 各種臓器 お よび 組織 よ り発生 した 良性腫瘍

は,時 日の経過 と共 に悪性化す る傾向が あ り,逆に悪性

腫瘍が良性化する事 は常識では考 え られ ない,し か し

此等の腫瘍 の発生母組織 は体細胞somaticce11か ら

成ってい るのに対 して畢丸 のそれは生殖細胞germi-

nalce11由 来の ものであって,生 殖細胞 自体 の機能

として各臓器組織へ の分化能 を藏 してい ると考 えられ

る.従 って一 旦単性生殖様分化をおこ して胎生癌細胞

に悪性化 した場合において も,こ の多形 成能力toti-

potencyを 保持 しているものが あって,こ れが奇形

癌さらに奇形腫へ と変形分化 してい くと考 えられ る.

その根拠 として次の如 き事実が挙げ られ る.1)胎 生

癌 より奇形 癌 ・奇形腫へ の分化過程が,胎 生組織 が分

化 して各種組織 に完成 され て行 く過程 と極 めて類似 し

てい る享,2)組 織学的 に胎生癌 ・奇形 癌 ・奇形腫 に

は絨毛上皮細胞が 精 上 皮 腫 よりも高率に発 見せ られ

る.従 って本腫瘍組織は丁度胎児 と胎盤 との関係に相

当す る と考 えられ る事.3)良 性の奇形腫で も転移を

来 している場 合があ り,こ の際 には完成 された奇形腫

組織が その諸構成成分を もった まま転移する と考 える

よ りは,胎 生 癌に近 い幼弱形 の間 にすでに移転 して,

転移巣 において原発巣 と無 関係に分化 した と考 える方

が説 明 し易い事等が考 えられ る.故 に これ ら腫瘍に見

られ る所謂 良性化現 象は,実 は胎生組織 に由来 する腫

瘍細胞 の本 来 の性 質であ る多形成能力 の表 現であっ

て,上 記精上皮腫 の場合 の第2次 精母細胞の出現や扁

平上皮 癌の角 化現 象 と全 く相同的 に説 明 出 来 るわけ

である.

以 上の諸 点を考 慮に入 れて睾丸腫瘍 の発生機構を考

え ると,我 々の考案 した模型図が現在最 も適当である

と考 え ら矛しる.

V総 括ならびに結語

11例 の睾丸腫瘍を組織学的に検討 した結果,

その発生病理に関して生殖細胞の機能 と密接な

関連性を発見し,模 型図にて示した如 き理論を

樹立 した.

叉更に現在まで精上皮腫に見 られる浸潤細胞

は リンパ球様細胞 と云われていたのに対 し,著

者は精上皮腫の分化現象により発現 した第2次

精母細胞様細胞 と考え,胎 生癌 ・奇形癌 ・奇形

腫等の分化現象についても論及した.

(欄筆ナるにあたり,恩師稲田教授の御指導と御

校閲に深謝する)
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